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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版1

1．遺跡遠景(NE→）

2. H24調査前近景(SE→）
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版2

1． 8～10号住居跡完掘(W→）

2.4. 12.13号住居跡完掘(NE→）
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版3

1 ．4号住居跡完掘(NW-)
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版4

1縄文時代前期後半土器群
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版5

1．縄文時代前期後半(在地系)土器群

孵

2．縄文時代前期後半(円筒系)土器群
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版6

1 ．縄文時代北海道式石冠

2縄文時代すり石(たたき併用）
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ヲチャラセナイ遺跡

カラー図版7
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カラー図版8
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ヲチヤラセナイ遺跡

序 文

厚真町は、胆振・日高地区屈指の豊かな水田地帯を有する農業の町であ

ります。 この穀倉地帯を潤す厚真川は夕張山地の南端を源として流れ、農

作物へ恩恵を授ける大切な河川でもあります。 この豊かな厚真川と豊かな

“ふるさと厚真”を更なる発展へと進めるために、農業用水確保と治水対

策を主な柱とした多目的ダム「厚幌ダム」が、平成7年度に本格着工され

ました。

さて、本書はこの厚幌ダム建設に先駆けて、沈み行く地域に残された埋

蔵文化財の記録保存を目的として発掘調査されたヲチヤラセナイ遺跡の報

告書であります。平成20年度より始まった本調査で同24年に調査を終了

し、厚真の歴史について新たな知見を得ることができました。

ヲチヤラセナイ遺跡では縄文時代前期の大規模な集落跡が見つかり、集

落内より多くの土器や石器が見つかり、縄文時代前期の上流域の交易を考

える上でも貴重な発見となりました。

厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、今後も数ヵ年にわた

り継続される予定でございますが、 この様な貴重な埋蔵文化財を地域の教

育的資源、文化的財産として普及活用を推し進めてまいりたいと思う所存

でございます。また、本書が、広く、埋蔵文化財の保護並びに調査・研究

の一助となれば幸いに存じます。

最後となりましたが、調査・整理・報告にあたり御指導、御支援を賜り

ました関係諸氏ならびに関係機関に、誠に厚く、感謝申し上げる次第であ

ります。

厚真町教育委員会

教育長兵頭利彦
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ヲチャラセナイ遺跡

例
■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■

■■■■■

F．

1．本書は、平成23.24年度に行った厚幌ダム建設事業に伴い発掘調査されたヲチヤラセナイ遺跡

（登載番号:J-13-101)の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部（|日北海道室藺土木現業所）の委託を厚真町教育委員会が受

託した。

3.調査・整理は以下の体制で行った。

調査担当者：天方博章・乾哲也（平成23.24年度） 奈良智法（平成24年度） 荻野幸男（平成23年度）

調査員：中沢祐一（平成23年度） 宮塚翔（平成24年度）

調査補助員：宮崎美奈子

測量技能作業員･写図工：海津孝之測量技能作業員：渡辺博道写図工：畑嶋朝江

整備技能作業員：松本稔

天方：縄文、続縄文、擦文士器、金属製品実測（平成23年度分)、第Ⅱ．Ⅲ章遺構図作成

中沢：剥片石器実測（平成23年度分）第Ⅳ章遺構図作成、写真図版作成

宮塚：剥片石器実測（平成24年度分）第Ⅳ章遺構図作成

宮崎：礫石器実測、Ⅳ章遺構図作成、写真図版作成編集

奈良：擦文、縄文土器実測（平成24年度分）

乾 ：統括、渉外、第I章

本書の編集は乾・奈良・宮塚義人の協力を得て天方・宮塚翔が行った。下記執筆。

第I章：乾 第Ⅱ～V章：天方、宮崎、宮塚翔、中沢、宮塚義人

関連諸科学については、以下の機関および個人に依頼した。

州S法14C年代測定：株式会社加速器分析研究所、パレオ･ラボ州S年代測定グループ

炭化種子同定：プロジェクトシーズ考古植物研究会（札幌国際大学博物館客員研究員） 椿坂恭代

動物遺存体同定：千歳市埋蔵文化財センター高橋理

土器胎土分析：㈱第四紀地質研究所、アースサイエンス株式会社

黒曜石原産地分析：㈱第四紀地質研究所

石器石材同定：アースサイエンス株式会社

金属製品保存処理分析：岩手県立博物館

調査・報告にあたり下記の方々より特段の御指導を賜った。

土器の整理･分類：大沼忠春

遺物及び遺構の一部写真撮影：有限会社写真事務所クリーク佐藤雅彦

地形測量の一部、復元土器実測の一部、剥片石器の実測、礫石器実測用写真は株式会社シン技術コジ

4

5

6

7．遺物及び遺構の一部写真撮影：有限会社写真事務所クリーク佐藤雅彦

8．地形測量の一部、復元土器実測の一部、剥片石器の実測、礫石器実測用写真は株式会社シン技術コンサル、

株式会社トラスト技研に委託した。

9．平成24年度の遺構･包含層土器原稿、土器観察表作成は有限会社宮塚文化財研究所に委託した。

9．本調査によって得られた資料等は、厚真町教育委員会で保管している。

10.調査・報告にあたって下記の機関および個人より御指導御協力を頂いた、記して感謝申し上げます。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財･博物館課、北海道胆振総合振興局、胆振総合振興局室蘭建設管理部厚幌ダ
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ヲチャラセナイ遺跡

ム建設事務所、財団法人北海道埋蔵文化財センター、社団法人北海道アイヌ協会・胆振地区支部連合会、財団法人

アイヌ文化振興･研究推進機構、北海道立アイヌ文化研究センター、北海道開拓記念館、苫小牧駒澤大学国際文化学

部、札幌学院大学人文学部、札幌国際大学、東京大学常呂実習施設、旭川市博物館、浦河町立郷士博物館、恵庭市

教育委員会、帯広市百年記念館、上ノ国町教育委員会、北広島市教育委員会、清水町教育委員会、新ひだか町教育

委員会、伊達市教育委員会、千歳市埋蔵文化財センター、苫小牧市美術博物館、 日高町教育委員会、平取町沙流川

歴史館、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、深川市教育委員会、富良野市教育委員会、余市町教育委員会、羅臼町

教育委員会、岩手県立博物館、厚真町幌内自治会、 （有)講神組

青野友哉、赤石慎三、東豊土、天野哲也、阿部明義、石井淳平、出穂雅実、石川恵美、石川朗、石橋孝夫、

伊藤昭和、乾芳宏、井上美知子、臼杵勲、右代啓視、宇田川洋、上屋真一、岡田路明、長田佳宏、小野寺聡、

小野哲也、小野裕子、影浦覚、葛西智義、加藤忠、川内谷修、川上淳、菊池俊彦、北沢実、木村淳一、

工藤研治、久保泰、熊谷仁志、熊木俊朗、越田賢一郎、斉藤大朋、酒井秀治、佐藤一夫、佐藤剛、澤田一憲、

澤田健、杉浦重信、鈴木克彦、鈴木琢也、鈴木信、瀬川拓郎、関根達人、高橋和樹、田口尚、 田才雅彦、

田中哲朗、種市幸生、鶴丸俊明、中田裕香、長沼孝、長町章弘、中村和之、西脇対名夫、長谷山隆博、畑宏明、

畠誠、福井淳一、藤原秀樹、本田優子、前田正憲、松崎水穂、三浦正人、蓑島栄紀、宗像公司、森岡健治､藪中剛司、

山原敏朗、吉田正明、涌坂周一

凡例

l.本書の遺構・遺物等について下記の略号を用いた。なお、層位がこれらの略号に付加している。

［遺構］ 住居跡及び住居様遺構:H 住居内の土坑:HP 住居内の焼土:HF 住居に伴う柱穴:KP

土坑墓:GP 士坑:P 石囲い炉:SF 焼土:F 灰集中:AS Tピット :TP 杭穴:KP

付属士坑:PT 溝跡:MZ 掘り上げ土:MO

［遺物］ 土器:P 擦文士器:SP 続縄文土器:ZP 縄文土器:JP 土製品:PP 剥片石器:FT

礫石器:ST 石製品:SP フレイク・ﾁｯﾌﾟ :FC 礫:S 鉄製品: IP 銅製品:BP

［遺物等集中］ 土器集中:PB ﾌﾚｲｸ･ﾁｯﾌﾟ集中:FCB 礫集中:SB 剥片石器集中:FTB

礫石器集中:STB 獣骨集中:BB 炭化物集中:CB

2・調査区を含めた周辺の河岸段丘面に以下の記号を用いた。

標高約56.2-56.8m(氾濫原) :To 標高約58m:T, 標高約62m:T2 標高約68m:T3

標高約72.5-75m:T4 標高約80-100m:T5

3．地層等について下記の略号を用いた。

［堆積士］ 樽前a砂質降下火山灰:Ta-a 駒ケ岳C2砂質降下火山灰:Ko-c2樽前b降下軽石:Ta-b

白頭山苫小牧火山灰:B-Tm 樽前C砂質降下軽石:Ta-c 樽前dl細礫質降下スコリア:Ta-dl

樽前d2中礫質降下軽石:Ta-d2・p 粘土質黄褐色シルト(いわゆるローム) :L 撹乱:KR

［色調］ 小山・竹原編著(1994） 『新版標準土色帳』に従った。

［注記］ 土層注記は下記の略号を用いて、左側より混合比率の順列をつけている。また、混入土について

は（ ）内に粒径(単位：皿)、状態を記載した。

混入土の比率

A+B:AとBが同量比混じる A-B:Aを主体にBが多量に混じる

X1



ヲチャラセナイ遺跡

A=B :Aを主体にBが少量 A=B :Aを主体にBが微量

の ：粒径(単位:mm) J :以下 （状態) :斑状に混じる．均一に混じる

［層位］ 標準堆積層はローマ数字を用い、遺構覆土や風倒木撹乱などの二次的に堆積したものにはアラヒ

ア数字を用いた。また各層の上･中･下位について下記の略号を用いている。

U :上位 M:中位 L :下位

4.挿図は基本的に次のように縮尺を統一したが､異なるものについては図中スケールに縮尺を明記している。また、

図版掲載遺物は基本的に挿図と同縮尺である。

遺構周辺図: 1/500, 1/200, 1/150, 1/50， 1/40 住居跡: 1/80， 1/60, 1/40 柱穴: 1/40， 1/20

住居跡に付属する柱穴その他の士坑: 1/20、 l/40 士坑: 1/40 石囲い炉・焼土: l/20

土坑墓: 1/40、 1/10 付属土坑: 1/10 Tピット : 1/100， 1/40

集中遺物出土状態: 1/10， 1/20 土器・礫・ﾌﾚｲｸﾁｯﾌﾟ ・獣骨集中: 1/80， 1/40， 1/20， 1/10， 1/5

作業場跡: 1/400, 1/60, 1/50， 1/40

土器実測図: 1/3 土器拓影図: 1/3 剥片石器実測図: 1/2 礫石器実測図: 1/3， 1/4， 1/5

石製品実測図: 1/2 金属製品実測図: 1/2

5．遺構実測図中に以下の線種・ トーンを用いている。

［線種］

‐--------------- ：オーバーハング －－－－－－：推定線

［焼土］ 被熱による土壌赤色化の度合いの表現に以下のトーンを用いた。

○:焼土燃焼面細”＜二>付帯黒働離範“＜二):}赴縫範“
○:脈噌範“ ○:嬬叶…．○:厳化物集中鍵Ⅷ
[T上･ツト］ 第Ⅳ章第4節ではTピット堆積図に下記トーンを用いている。

「｢｢｢｢IⅥ眉F］《Ⅷ層雁副:VIlla層匪ﾖⅧb属

「－1:Ⅸ層 ［－1:粘土層 ［司:粘土質ｼﾙﾄ層

「司:ｼﾙﾄ層【蕊1:砂質ｼﾙﾄ層雁鯏:砂層 F司:礫層

6．遺物実測図中に以下の略号を用いている。

〔断面〕 、 たたき痕 ： 素'|片石器微細乗ll離／礫石器擦り痕・滑沢面

｢－－1:滑沢面範囲
一二 懸蕊被熱による赤色化/付着物範囲/赤色顔料範囲〔平面〕

覧表中の材質については、天方が肉眼観察で分類し、下記の略号を用いた。緑泥片岩は緑色泥岩に含めている。

また、頁岩・泥岩の分類については、粒度による基準ではなく、破断面等の肉眼観察によるものである。

Aga. :メノウ Aga-Sh. :メノウ質頁岩 AInp. :角閃岩And． ：安山岩 Bl-Sch. :青色片岩Bs. :玄武岩

Cha. :チャート Con. :礫岩 Dio. :閃緑岩Gab. :斑れい岩Gni. :片麻岩Gr-Sch. :緑色片岩

Gra. :花崗岩Gra-Dio. :花崗閃緑岩Gr-Mud． ：緑色泥岩 Mud. :泥岩0bs. :黒曜石Qu． ：石英

Qua. :珪岩Sa. :砂岩Sch. :片岩Ser. :蛇紋岩Sh. :頁岩Si. :珪化岩Tal. :滑石Tu. :凝灰岩

Tu-Sa. :凝灰質砂岩

Clay. :粘土 Irn. :鉄 Cu. :銅 Sn-Pb. :錫鉛 B ：骨

７
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ヲチヤラセナイ遺跡
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第Ⅳ章縄文時代の調査

第10節包含層出土遺物

1．土器 （図Ⅳ-76～81 図版62～65-1)

土器は遺構を含めて5，613点が出土している。分類毎の内訳はⅡ群B2b類1,609点、 Ⅱ群B2a類

1,846点、 Ⅱ群B2c類20点、 Ⅱ群B2d類517点、Ⅲ群B類12点、Ⅲ群Al類30点、Ⅲ群B1類289

点、Ⅲ群B2類336点、Ⅲ群B3a類2点、Ⅳ群A2類及びⅣ群Bl類808点である。Ⅱ群B2d類、Ⅳ群
A2類及びⅣ群Bl類は細片化しており出土点数が非常に多くなっているが､個体数は少ない｡以下、

分類毎に記載を行う。

包含層から出土した土器として掲載した土器の内、破片の一部が遺構覆土から出土し、属性表の

層位の欄に遺構覆土と記載されているものは、遺構に直接関係がないと判断した物については、こ

の節に含めた。

各分類の記載は概略に留め、掲載土器の個別の詳細は表Ⅳ-50～54を参照されたい。また、分布

状況は図Ⅳ－106、出土層位毎の出土点数は表Ⅳ-50～54に示した。同一個体については同じ個体番

号の後尾にアルファベットを付している。

Ⅱ群B2b類土器（図Ⅳ-77-8～79-39)

VH-06の出土状態他から、Ⅱ群B2b類はⅡ群B2a類に時期的に先行する可能性が高いと考えられ

る土器が多いので、先に記述する。植苗式、大麻v式に相当する。宮本式を含む。

VH-06からは本類の下位に円筒土器下層dl式並行と思われるフゴッペ貝塚1式土器が、上位か

らは円筒土器下層d2式に比定される土器が出土している。

器種：すべて深鉢形土器の破片と思われる。図Ⅳ-78‐32～36は小型の鉢形士器。

器形:VPB-46の1点（図Ⅳ-71-3)を除いて、復元個体は得られなかったため、詳細は不明で

あるが、 3種類以上の形態に分けられる。

A型（77-8～13) :口縁部がほぼ直立し、緩やかに外傾する胴部に続く器形。VPB-46から出土した

土器に代表される。

B型(77-14～78-29) :口縁部がやや外反あるいは外傾し、ほぼ直立する胴部、外傾する底部へと続

く器形。 口縁部が角状をなすもの、 口唇部が外削されるもの、断面三角形になる口縁部形状を持つ

ものなど、バラエティーに富む。

C型（78-30.31） ：口縁部が内湾し外傾する胴部へと続く器形。数量的には多くない。

D型（78-32～36） ：32～35は小型の鉢形土器、 36を除いて器壁は薄い。尖状（32．33）と外削（34．

35）する口唇部を有し、以下は外傾する胴部に移行する小型の土器群を一括した。 37は口唇部が極

端に屈曲する小型の鉢形土器。

文様：縄線文と斜行縄文を主体として4種類以上の文様構成に分けられる。

A型（77-8～11） ：内外面または底面に縄文が施される。 8･10は口唇部に縄線文を持つ。9は植苗

式に比定される本類の中でも古手と考えられる土器。器形A型と相応する。

B型(77-12～78-24･79-39) :口唇･口縁部に縄線文、以下は縄文あるいは羽状縄文が占める。 15･

16は羽状縄文が施される例で、 15は回転方向を180度変えて、菱形模様を作っている。
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ヲチヤラセナイ遺跡

C型(78-25～29） ：口唇部にのみ縄線文あるいは縄文が施される。口縁の断面が外削気味のものは

縄文が施され（26.27)、角状のものは縄線文が施される（28.29)。

D型(78-30･31) :口唇に縄線文･縄文が施されないもの。口縁部以下は撚糸文･縄文で埋められる。

図示した2点は、内湾する口縁部を持つ。量的には多くない。

E型（78-32～79-38） ：上記A～D型に含まれないもの。小型の土器が多く、文様も統一性がない。

35は口縁部に円形刺突文(烏管骨あるいは羽根の先端部を切断したもので直角に突いた)を配し、

特異な存在である。37は強く口縁が外反する。38は口縁部に外側から内側に突いた刺突文が施され

ている。

胎土他:胎土分析を行った結果、 Ⅱ群B2b類土器の中でも、 「大麻V式｣土器(図Ⅳ78-18)と「フゴ

ッペ貝塚式｣土器(図Ⅳ79-40)の胎土は化学組織上共通性があることがわかった(第V章第5節参照)。

同時に分析したⅡ群B2a類土器よりFe203が少ない一方、 K20が多い傾向がある。

Ⅱ群B2a類土器（図Ⅳ-76-1～77-5,図Ⅳ-79-40～80-61)

円筒土器下層c･d式に比定される土器を一括した。図Ⅳ-79-40～42は円筒土器下層c式、43～45

は円筒土器下層dl式、46～51は円筒土器下層d2式、 52はフゴッペ貝塚式、それ以外は、上記各型

式に伴う地方色の強い土器と考えている。

器種：すべてが深鉢形を呈する。

器形：大きく3種に分けられる。

A型（76-4.5.79-43.44.46～48） ：口縁部が外反し、胴上半部～中部で屈曲し、直立する胴部に続

く器形。突起、あるいは波状口縁をなすものがほとんどである。

B型(76-1～3.79-45～80-52.54～56) :口縁部は外傾し、A型に比べると口縁部文様帯の幅が狭い

ものが多い。 52の口縁部は外反気味に外傾し、 口縁部断面は三角形をなす。A型同様、突起あるい

は波状口縁をなすものが多いが、 A型ほど突起は大きくなく、波状も小さい。

C型（80-53.57～61) :短く外反する口縁部から屈曲無く胴部に続く器形。平縁が多いが、小突起・

小波状をなすものも認められる。

文様：大半の土器の内面は丁寧に磨かれており、 ミガキの方向は口縁部で横方向、胴部以下は

ナナメ・タテ方向が多い。文様は器形と相関して3種に分けられる。

A型（76-4.5.79-43.44.46～48）口唇部は縄の圧痕･刻みが施され、 口縁部から胴中位まで縄線文

が占める。 43のように縄線文の施文方向を変え、菱形の文様構成を見せるもの、 46.5Oのように突

起部の下は山形の文様構成を見せるものなどがある。76－3は折り曲げた縄の端部圧痕を施している。

胴中位以下は、撚糸文（3.4.40～43)、多軸絡条体回転文（46.47)、斜行縄文（44）等が施文される。

B型（76-1～3.45～52.54～56）は口唇部に縄の圧痕･刻み、口縁部には縄線文が施されることはA

型と同じであるが、爪形文･絡条体圧痕文(3)、円形刺突文（45)、列点文（49）が加わり、バラエ

ティーに富んでくる。

また、 51は貼付帯状の断面三角形の肥厚した口縁部、 52は断面三角形の口縁部で、 口唇部に3

条の縄線文を施す。 54は隆帯が添付され、その上に刺突文･縄線文が施されている。 56は薄手の土

器で深い縄の圧痕が特徴である。施文原体は、おそらく絡条体を口縁に沿って押しつけたものと思

われる。若干肥厚した口縁部から胴部にかけて絡条体回転文の上に口縁部ではへラ押引文が縦方向
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第Ⅳ章縄文時代の調査

に、胴部では突引文（内）が横位に施文されている。

C型（53.57～61) 口唇部は縄の圧痕･刻みが施され、 口縁部には縄線文(57.59)、瘤状貼付文の

上に縦の縄線文（60)、 2本の撚糸を巻きつけた絡条体の撚糸の交差部分を押しつけた圧痕文（53）

などが施文されている。胴部以下は、羽状縄文･斜行縄文･多軸絡条体回転文などが施文される。

胎土他：火山岩中の角閃石を石英．斜長石も含めて、胎士中に含む傾向にある。 Ⅱ群B2b類の中

でも｢フゴツペ貝塚，式｣の土器も､この傾向がある(第V章第5節参照)。Ⅱ群B2b類士器より､Fe203

が多くK20が少ない。

Ⅱ群B2c類土器（図Ⅳ-80-62～64)

シュブノツナイ式土器に比定される。いずれも深鉢形土器で、先端の尖った施文具（烏の羽根？）

で刺突文が付けられている。 63は上半部が横方向、沈線を挟んで、下半部は縦方向に刺突文が施さ

れる。本類は石英･砂粒を含み、繊維を含まない。

Ⅱ群B2d類土器（図Ⅳ-81-66～68)

胎士に蛇紋岩を含む土器群｡66は口唇部にも縄文が施文されている。68は突起の先端部と思われ

る。

Ⅲ群B1類土器（図Ⅳ-81-69～74)

萩ケ岡1･2式、天神山式に相当する土器群。いずれも突起をもつ深鉢形士器。 69の口縁部には突

引文（外)、 70の口唇部は縄端圧痕文、他は突引文（内）が斜行縄文の上に施されている。 73.74

は同一個体｡73では突引文が明瞭に二股に分かれているのが見えるが、74では角柱状の施文具で施

文されたように見える。

Ⅲ群B2類土器（図Ⅳ-81-75)

柏木川式に相当する土器。 75は口唇部に連続した浅い縄の圧痕と口縁部直下には突引文が横方向

に認められる。

Ⅲ群B3a類土器（図Ⅳ-81-76･77)

北筒式に相当する土器群。 76．77は同一個体と思われ、口唇部.口縁部に貼付帯の上にへう状施文

具で押引文、貼付帯下位にOI刺突文、胴部はLR斜行縄文が施文されている。砂粒を微量含み、繊

維は混入されていない。

Ⅳ群B1類土器（図Ⅳ-81-78～80)

新手のタプコプ式に相当する士器群｡78は口唇部にはLR縄文が、口縁部には縄線文が施文され、

両端に縄端圧痕文が2個l対で施文されている。現存する個体から推測すると、全周で4単位の縄

端圧痕文が施文されているようである。 80は貼付帯1Bが剥落したもの。縄の圧痕(ol)が全周す

るようである。 （宮塚義）

2土製品（図Ⅳ-82図版65-2）

所謂サツマアゲ状士製品で、平成23．24年度で2，534点が出土している。完形品のものはない。

風化が著しく、破断面も摩滅している。図示した8点はいずれも表面に溝がある。胎士分析を依頼

し、ヲチャラセナイ遺跡で出土したどの土器とも異なる化学組成を持つとの結果を得た。詳細を第

V章第5節に掲載している。 （宮塚翔）
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表Ⅳ-51縄文時代包含層出土土器属性表(2)
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側昌洞フ

'9．AA

8．30

囮
３

Ⅳ－79－40 54－4311P464AlⅡE 叩1面1雲l〈 I や蔀

__i~"~_,_| _._ |

AH
64 JP407AInB2Ⅳ

Ⅳ79-

40と同

一個体

日色岩

片･石英
P量混入

裁維･砂
粒少量

混入

繊維･砂

立少量混

､(内面匪
寸粘士は

跳維極微
量混入）

石英･繊
維少量
j白菰

VbU・ 」

bL |

聯

m l l再-聖

勾状一ぺ 屑
君
一
己

1同部
虎士 均状一Jく

’ 内面微
細粘土
貼付？

軸
邪
推-36W

Al･AJ-25 1Va･｡

-44 a－79－43

nB2a

ｊ
帯
一

方
隆
寺

孤
荊
認

鮒
矧
函

一
文
－

吟
向
永Ⅳ-79-44164-45

1
JP446A

泉文一門形刺突文一

皆1+円形刺突文一ミ

r(ヨコ)/撚糸文(タ

テ)-ミガキ(タテ）

の圧痕-縄線文一ミ
キ(ヨコ)/隆帯1+縄

王痕･撚糸文(多軸
膳休同転立)-ミガキ

9-45164-461 IP458AlⅡ侶

46164-48℃ IPo48A|nR2"|*
ヘD－2t

30･AD
OO

､W| 6 旦艤

祁
断

０
１
１

亀
の
の 日色走

微量
凸目－1

ヘド･A"
AI一ワZ

LI豚椙向

O
～H同道

9-47164-491 IP409AlⅡE

9－48164－501 IP417AlⅡR2al β

I92

図版

番号

個体
名称

’
’

1

分類’
1
J

｜
｜’

遺構名／ I
グリッド ’

層位

’
’

占
0，、

数
部位

I 器形等

口縁一口唇/胴部
/底側面-変換点

’ -底面

文様

口唇一口縁-内面／

胴部-内面／

底側面-底面一内面

胎士

JP492A nB2b AA-28 VbL 1 口縁部 平縁･外傾-外削
ナデ-RL斜行縄文一

ﾐガキ

繊維･砂
粒少量

混入
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表Ⅳ－53縄文時代包含層出土土器属性表(4）

挿図
番号 図版番号｜ 備考胎土

VBB-03･V|
64-521JP257AⅡB2aPB-32/Q‐ 7VbU・

bL
33･V-29

縄の圧痕一縄線文･隆｜
帯l+突引文一ミガキ(ヨ繊維･砂口縁部

～胴部

丸隅
立
正
直
直
脚

縁
角

平
IV-79-49

騰麓
突起･外反一
隅丸角状|口縁部｜

口縁部
～胴部

VBB-03 1VbU 1

冊23,:し| ，
突起．やや外傾一

三角形

W-80-52164-541JP258A
AA-30AA. ｜

nB2aXE-39･AEVpU･ | 7
’ bL･c

36 鰭溌響■
口縁部

～胴部
突起･外反-三角
形/やや外傾

|W| ' ｡縁部突起…状|釧繍隻露勢Iv-80-53165-571JP460AInB2al Z-30
－－－- -. . ； －‐ 。 . ‐

繊維･砂
粒少量補修孔
混入

突起外傾一丸状鬘童蝿烈篝
／外反 行縄文(?)-ﾐｶｷ(ﾖｺ）

30-5465-551 IP465A|nB2aAA望壁3C

｜ やや外傾
繊維微

量･砂粒

少量混入

撚糸文(多軸絡条体回
｜ 転文)-ミガキ(ヨコ）
’

3 1胴苔30-556b－b6IP465Bl Ⅱ旧

縄の圧痕-撚糸文(多

軸絡条体回転文)･沈
突起･外反一

／外傾
可l」緑又(夕

糸文(号
甫二で7－1． 1

80-56165-581.IP455A|nB2al AA-30 1v.U

／F1ジ亡

砂粒4

量･繊
叶畠ｼ月

縄線ヌ
フ1睦二砦.2口 平縁･外反一80－5765－59IP263G IlR

刻み-無文帯-ミガキ／｜繊維･砂

v｡ 1B繍平縁外屍隅丸撚糸文侈軸絡条体回粒少量角状 転文)-ﾐｶｷ(ﾖｺ）混入
W-80-5865-60, JP412AnB2a AF-24 1

｜ 叩弔vノノエフ疎－1孫ミフIマノエフ氏

文-ミガキ(ヨコ)/異屏
又一 体結節羽状縄文(胴
L

トー当皇1．1P全1糸千糸里寸．

D－2

9．3C
必
繊
潅

４
・
昌

噸
三
睾
貯
ｖ

62-5JP404A|nB2aⅣ-80-59
11面l害I〈 l K

K斜ｲ丁縄又/今

泉文(タテ)-LR

文一ミガキ(ヨコ
干廻-ウ･一ごイヂ冒韮

/ログとf

量･繊
吋暑潅

ﾍD-23･A

ワワ．ALI－
Ⅳ－80－60 うb－611 IP410Bl ll偶 a

上Ⅱ訓喜I〈 ’ 子

繊維斗

量･砂描
時畠ｼ目1

了縄文

毘原体
弐二／とプ皇

AA-30 1hW| 16且罐Ⅳ－80－61 うZ－71IP482AlⅡE a

｜

nB2c

ごJmm

極多

へ。‘ 内直
､､砂剥弦

リノム

石巽
曼ｼ民

nl265-62JP117!
公【寺一ソと

ｮ門1ﾏ「又十束11寺号又

礫多量
混入

VbL 1 胴部 直立

’ ’

w-80-6365-631JPll7J nB2cI AF-23
刺突文(ヨコ)＋ 石英･砂

沈線文･刺突文(ﾀﾃ) 粒多量
一ナデ 混入
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表Ⅳ-54縄文時代包含層出土土器属性表(5）
－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考

■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

内面

剥落
Ⅳ-80-64

1

1

’ ’ ’口
’

X-32 VbL | 5う5－651 IP474A llH 一寺

フー

I

LR斜行縄文-LR斜行蛇紋岩
縄文-ナデ ｜ 蓋昊’ VbL l P縁部|平篭鰯湾－

1

m"I65-66JP401APB2d AD-311

’

内面

剥落
Ｕ
３

55－671 IP403AlⅡB2dl A 更(多軸溌

回転貢

’
蛇紋岩
少量

混入

繊維微
量･砂粒

少量混入

縄文-RL斜行縄文？

一ナデ

貼付文十突引文(内)－

突引文(外)一ナデ/貼

付文十ナデ?･突引文

(外)RLR斜行縄文一
ナデ(ナナメ）

J494Al llH

補修孔〕65－691 IP419Al ⅡlB

F

’
｜

口
ﾖ立話l士社

13，65－701 IP421AlⅢBl β ’

混入

Ⅳ－81－71

Ⅳ－81－72

Ⅳ-81-73

Va・ ｜

時
IV-81-74165-74JP468BⅢmW-35･Y-34

1

Ⅳ-副刑5-751""ⅢヘI-28

6165－761 IP418AlⅢB3al AD－38 ぅlj l l lu

35-771 IP418BlⅢB3al AD－38

’ 魍
燗
洲
一

徹
線
ナ
寺

諦
癖
側
埋

’VbL･

’
4引65－781 1P4

11丙I型（ ’ ／､屍C

’

Ⅳ－81－79

点p

lEⅣ-81-80

落？
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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図版
番号

個体
名称

分類
遺構名／
グリッド

層位
占
1，、

数
部位

器形等 ｜ 文様
口縁-口唇/胴部’ 口唇一口縁-内面／
/底側面-変換点’ 胴部-内面／

-底面 ｜底側面-底面-内面

胎士

65-64 JP495A nB2c AA-29 VbL
’
’ 1 胴部 外傾？ 刺突文

石英少量
混入

65-71 JP457A mBl T-31 VbL
口縁部

3
～胴部

’

突起･直立-隅丸
角状/直立

突引文(内)･LR斜行

縄文･刺突文(縄)一突

引文(内)一ナデ/LR斜

行縄文-ナデ

白色岩

片･繊維
少量

混入

65-72 JP512A mBl Y-28 Va 1 |口縁部 平縁･外反一隅丸

角状

縄の圧痕文一縄線文一
ナデ

砂粒少量

混入

65

’

-73
JP468A mB1 Y-34 Va

縁部

胴部

口
3
～

突起．やや外傾一
隅丸角状/やや

外傾
’
突引文(内)-突引文

(内)･LR斜行縄文+突引

文(内)‐ナデ/LR斜行縄

文十突引文(内)一ナデ

繊維微
量･砂粒

少量混入

65-79 JP434A WBl
AC-36･

AD-33

VbU･

bL･KR
5
胴部～

底部

外傾/直立-隅丸

角状一平底

LR斜行縄文一

ナデーナデ

･5mm前
後の亜角

礫少量混

65-80 JP498A WB1 U-34 VbL 1
口縁部
直下

平縁･外傾
RL斜行縄文十ナデ-LR
斜行縄文+OI刺突文

(縄)一ﾐガキ

白色岩片
少量

混入
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愚図
亡つ

こ【二コざ三コ

鋤惑
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一
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〆
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〆

－
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〆

一声／〆

、
－

』
6

(二二二二二〉仁二つ

溌幾口 L_呈上声阜JjOc｡

図Ⅳ-82包含層出土土製品

表Ⅳ-55包含層出土土製品属性表
1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考
ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

－

3.剥片石器（図Ⅳ-83～88、図版66～75）

遺構出土および包含層出士を合わせると、 1510点の剥片石器が出土している。包含層出士の剥片

石器は1307点あり、その内133点を図示している。

ポイント類

石錐(1-25)

石鍍は132点出士している。細分の内訳はAl類2点、 A2類19点、 A3類45点、 A4類43点であ

る。破損により全体形状が不明であり、細分できなかった石雛は15点である。lはA2類であるが、

Ta-d2パミスの下に堆積するⅨb層出土の石錬であり、旧石器確認のためのトレンチ調査によって出

/95

図版

番号

個体

名称

遺物

番号
遺物名 分類 層位 グリッド

計測値(mm)

長軸 短軸 厚さ

重量

(9)
材質

65-1 ー 63948 士製品 Vc AE-32 57．5 44.0 21.1 34.84 Clay．

65－2 64832 土製品 一 VbL AF-27 53.5 38.6 22.5 43.85 Clay.

65－3 64050 土製品 VbL AB-30 64.5 41.5 21．5 47.84 Clay、

65－4 － 65753 土製品 一 VbU AI-24 54．2 37.7 18．4 28．15 Clay、

65－5 － 63758 土製品 VbL AD-23 66.4 61.8 29．6 91.46 Clay、

65-6 67177 土製品 Vc AI-36 69．3 48.2 20．9 51.10 Clay、

65－7 145325 土製品 VbL AA-28 64.9 35．5 23．2 39.87 Clay、

65-8 143800 土製品 VbL V－32 68.5 36.4 30.5 50.85 Clay、
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土したため先に記述する。先端部を欠損し無茎で、基部は平坦である。両側縁は直線的で、内奥す

る剥離によって弱い鋸歯縁状を呈する。同様の弱い鋸歯縁状の側縁をもつ石鍼は、帯広市暁遺跡の

縄文早期の｢テンネル･暁式土器群」 （帯広市教育委員会1985)に伴う石器群においても認められる。

暁遺跡では土器付着炭化物より8300-8200BPの放射性炭素年代(未較正)が得られているという（帯

広市百年記念館･山原敏朗学芸員のご教示による)。また、清水町御影平和遺跡では暁式土器に伴っ

て石繊が出土しており、 8240=t30年、 8270±30年BPの放射性炭素年代が得られている（清水町教

育委員会2012)。石嫉の出土地点の周辺は拡張し調査を進めたが、関連する遺物･遺構は確認されな

かった。 2～25はV層より出土している。 2はAl類となる細身で薄手の石雛である。全体に細かな

調整が施された柳葉形のものである。3～5はA2類の無茎石鰄であり、3と4は両側縁と基部が直線

的で、三角形を呈する。 5は基部に挟りをもつ。 3と5は裏面に素材剥片の剥離面を残す。6～15は

A3類の明瞭な基部をもつ石鍼である。6～9は基部に快りをもつ。6～8は短身の石鍼で、6は先端を

衝撃剥離によって欠損している。 9は嫉身部が長く、内奥する平行剥離によって整形されている。

10～15は茎部に挾りがないものである｡10は菱形をした石鐡で斑晶を多く含む黒曜石を利用してい

る。 11は側縁が急角度に調整されている。 12は裏面に素材剥片の主剥離面を大きく残す。 13は正

面右側縁の先端部に近い部分に浅い快りが認められる。 14は先端が急角度に調整される。 15は表裏

に素材剥片の主剥離面を残す。 16～25はA4類で、明瞭な茎部をもたないものである。肩部から下

半の形状によって、尖基、円基、平基に分類した。 16～19は尖基、 20～24は円基、 25は平基であ

る。16は先端部を構成する剥離痕のパテイナが新しく、先端部が欠損後再加工された可能性がある。

17は肩が明瞭に作り出されている。 18は赤色の混ざる黒曜石を用いている。 19は調整が粗雑で断

面がカマボコ型となる。 20は裏面が平坦となる。 21は球果を多く含む黒曜石を利用しており、 22

は先端部に比して基部が大きく下膨れとなる。23は幅広で厚みがなく、透明度の高い素材で斑状に

黒色が混じる。24は下半部が厚みをもつ。25は正面中央が稜状となる。図示した石雛は全て黒曜石

である。

石槍（26-66）

石槍は902点出土しており、包含層全体で出土した剥片石器の69％を占める。細分の内訳はBl

類665点、B2類51点、C類56点、D類6点である。破損しているため細分できなかった石槍は124

点である。 26～50はBl類の明瞭な基部をもつ石槍である。 31と基部端を欠損している30･39を除

き、基部に逆刺をもつ。 うち、40～47は基部側縁に明瞭な突起をもつ。26～30はいずれも雛身部が

基部より短く、先端に新しい調整が集中する再調整品と見られるもので、先端角が広く、両側縁が

直線上になる類似点をもつ。 30は2点の石槍が接合したもので、表面が強い被熱を受けて変質して

おり、破断面には変質が見られなかったことから被熱により破損したとみられる。基部も欠損して

いるが、断面が被熱しているため古い時期の欠損と思われる。 31は石嫉と石槍の分類を便宜上4cm

としているため石槍に含めたが、基部の大きさ等から大型の石嫉の可能性もある。32～43は完形品

である。39は基部端を欠損しているが、基部として十分機能する長さを有しているため完形品に含

めた。40～43は基部端に逆刺をもつ。いずれも幅が広く、側縁はやや丸みを帯びる。43は先端から

右側面にかけて、衝撃剥離と思われる樋状の剥離痕が残る。44～46は基部端に逆刺をもち、嫉身部

が極端に短い再調整品である。44は五角形状となる。45は右側面に快りをもち、両側縁が急角度に

調整される。 46は稜線が中心を外れており、基部端の裏面に細かな調整が施されている。

〃6
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47～50は雛身部が未完成のもので、再調整の途中と考えられる。51～53は先端を欠損後再加工され

たもので、先端が尖らずに丸くなるタイプで、D類として分類した。54～61はB2類で明瞭な茎部を

もたない石槍である。全体形状の違いから、木葉形、菱形、柳葉形に分類した。 54～57は木葉形、

58は菱形になる。59は右側縁がやや内湾しており、調整が集中していることから欠損後に再調整さ

れたと見られる。 60と61は分類の便宜上石槍としたが、 2の石鍼と同様の加工が施されるもので、

やや大型の石鍼と見られるものである。62～64は再調整により極端に小さくなったもので､63は先

端部の表面を急角度に加工し､他の用途へ加工途中と見られる｡65は先端を欠損した石槍の基部で、

平成23年度と24年度で合わせて310点出土しており、全体の出士品の20%、明瞭な基部を持つ石

槍全体の中では47％を占める。66は大型の石槍で基部を欠損しているが、双頭型石槍の可能性もあ

る。 38と42は珪化岩、44と59は頁岩であり、残りは黒曜石である。図示していないが、C類は欠

損品および未製品である。石槍加工途次の欠損品と、使用によって先端などを欠損し、形態の判別

がつかないほど破損した品の両方を含んでいる。

石錐（67-73）

石錐は23点出土している。細分の内訳は、A類4点、 B類1点、 C類2点、 D類13点、 E類3点

である。76はA類の剥片の一部に機能部を作出した石錐である。77はB類で、柄と機能部の区別が

明瞭な石錐である。 78はC類で、柄と機能部の区別が不明瞭で幅広な石錐で、裏面に素材剥片の剥

離面を残す｡79～81はD類で柄と機能部の区別が不明瞭で棒状となる石錐である。82はE類で石槍

からの転用品と思われる石錐である。 80は黒曜石製であり、パテイナが発達している。他は全て頁

岩製である。

ナイフ･スクレイパー類

つまみ付きナイフ (74-110)

つまみ付きナイフは206点出土している。細分の内訳は、Al類82点、 A2類70点、 A3類24点で

ある。Alは素材の側縁にのみ加工を施したもので、つまみ部に対して刃部が縦長となるもの(Ala)

と横長となるもの(Alb)に分けられる。 74～84がAla類、 85～88がAlb類である。 89～102はA2

類で、素材の片面全体に加工を施したものである。96は右側縁裏面の調整剥離を打面として正面左

側縁に平坦な剥離痕が施されており、松原型（秦昭繁1991)に分類される。 103～110はA3類で、

素材の両面全体に加工を施したものである。利用される石材は、頁岩が47％（97点)、黒曜石34％

（70点)、めのう質頁岩5%(10点)、チャート2%(3点）であり、黒曜石よりも頁岩が卓越する。

スクレイパー類(111-120)

スクレイパーは60点出土している。細分の内訳は、 Bl類4点、 B2類3点、 Cl類41点、 C2類3

点、 C3類3点、 Dl類6点である。 120はBl類のラウンド･スクレイパーで、岩屑面を大きく残す。

lll～117はCl類で、サイド･スクレイパーである。 111～113は石槍の転用品である。 115は縦長で

両面に入念な調整がなされている。 116は頁岩製の縦長剥片を素材とし、両側縁に入念な加工が施

されている。 117は打面を残す三角形状の剥片を素材とする。 118は右側縁が内湾する。 119は左側

縁が内湾する。120は分厚い縦長剥片を素材としており、左側縁には急角度な調整が施されている。

右側縁の打面付近はノッチ状となる。

〃7



ヲチヤラセナイ遺跡

両面調整石器（121-129）

両面調整石器は20点出土している｡両面調整石器は5cm以上の大型と5cm未満の小型に区別でき

るが、包含層から出土した小型の両面調整石器は1点のみで、他は全て大型である。形状は左右対

称で、縁辺が外湾する。大きめの剥離が全体に施され、縁辺には微細な剥離痕が連続する。大きめ

の剥離によって階段状の剥離が残されているものもあるが(124･126)、概して横断面形は凸レンズ

状を呈する。全体の形状が長さに比べ幅があるもの(123･124･125) と、縦長のもの(126.128)が

認められる。いずれも黒曜石である。 125は左側縁の中央に素材の剥離面を残している。 125は上端

部に転礫面を残す。 124， 129は裏面に素材剥片の主剥離面を大きく残す。 127は下端部に岩屑面を

残す。両面調整石器は、本遺跡と同時期である帯広市宮本遺跡（帯広市教育委員会1986）からも多

数出士しており、原産地分析の結果からも本遺跡に持ち込まれていることが分かっている。

RF･UF(130)

RF･UFは125点出土している。 130は頁岩製の剥片末端に微細な剥離痕が残されている。

石核(131-133)

石核は13点出士している。 131は岩屑面をもつ黒曜石の原石から横長の剥片が剥離されている石

核である。 132は剥離が進行し打面を転位している石核である。作業面を切る、割れ円錐によって

破断している。 62261の剥片と接合する。 133は4点が接合したもので、打面が転移している。

このほか、転礫の完形品が4点出土しており、第V章第6節の黒曜石の原産地分析に掲載してい

る。 (平成23年度分：中沢平成24年度分：宮塚翔）

〃8
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表Ⅳ-56縄文時代包含層出土剥片石器属性表(1）

｜| 層位
|重量
i (g) 材質備考

挿図｜図版個体
番号番号名称 グﾙド長暴型駕平)厚さ

遺物

番号
遺物名 分類

Ⅳ-83-166-1 - 68488 1 ポイント類 A2 11XblAC-36 (30.5) 15.0 (0.5)Obs. |先端欠
●
ｌ

川
一
Ｍ (0.9)Obs.|W-83-266-2 - 144403 ポイント類 | A1 VbLT-30 (36.0) 10．0

63508 ポイント類 A2 ■VbLAE-30 21.013.5 2.7
-

2.1

0.60bs.Ⅳ-83-366-3

0.50bs.145710 ポイント類 A2 vbLv-36 17.616.4Ⅳ-83-4,66-4

Ⅳ-83-副66-5 ‐ 141139 1 ボｲﾝﾄ類 A2 vbUQ-3327.823.6 3.9270bs. |

雨で両~三下薊~~▽百丁画廊一祠－1而一Mw而夛
Ⅳ-83-766-7 - 朋

一
肥
一
Ｍ 弊幽幽二一

Iv-83-966-9fl

膳割謡に
4－2 C

0．9 10上２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３
３
３

８
８
８
８
８
８
８

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

9 ’ （)bj,0 1 4．4

ぅ-6 3．93 32．6祉
一
鼎
一
牝
一
牝
而

叱
一
晄
一
晄
一
叶

塑
刑
｜
蠅
祠

朏
一
妬
一
ＭIv-83-1966-19 - |

Ⅳ-83-2066-20 － ’ 62226 ポイント類 A4
|:|::調薑

【） 4

Iv-83-21,66-21 - 145679 ポイント類 A4

3.8 基部欠

円基Ⅳ-83-22166-22 - 65054 ポイント類 A4 1vbLAG-251 30.517.0 L4 10bs
－

Ⅳ-83-23,66-23 - 144261 ポイント類 A4 Vc V-31 30.019.5 3．6

6.1

l.6 10bs. |円基

ポイント類 A4 VbLAD-28 36.518.0 2.8 0bs. '円基Ⅳ-83-2466-24 － 63060
－－.＝一一一一一一一◆－－●マーー

ポイント類 A4 VaAF-25 21.014.5 4.20.90bs.平基Ⅳ-83-2566-25 － | 61731

W-83-26166-26 - 61840 ポイント類 I BllvaAH-24153.028.5 9.18.9

W-83-27166-27 - 61775-~~表ﾌrシ1蘋一唾~▽aAG-25 51.033.0 9万~I画一
Obs

Obs. |

肩欠・

昔屑面右
リー4 （31－9) 10－4 1 （16．6) C

49．8 ， 31．4 9．7 ’ 9．7 0bs． ’転礫面窄4（

4ｺ104

42671
46．1 ’ 30．5 9

9 10b56.C

70.0

74.0

86.C
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3UI T-農
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、
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０
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８
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l.5)|Ob
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一
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腋
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4318

6547C

､UAA－’9ノ（

Ⅳ-84-4067-40‐64345 ’ ボｲﾝﾄ類 Bl lMOAG-281 60.034.0 7．612．40bs
w-84-4｣67-41 - 63443 f/rS/l" Bl VbUAJ-31 73.035.012.223.20bsⅣ-84-4｣67-41 － 63443 Bl VbUAJ－31 73．035．012．2 23．20bs
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－－▽4
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Iv-84-4468-44 - 142990 zK/fa/}" B2 VbLS-29 80.732.3 9.926.OSh. |Ⅳ-84-4468-44 - 142990 B2 VbLS－29 80．7 32．3 9．9 26．0Sh． ｜逆刺有

Iv-84-4568-45 - 60931 ポイント類 Bl , Va !AB-25 61.031.1 9.814.40bs.
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66-16 一

66-17 ー

66-18 －



ヲチヤラセナイ遺跡

表Ⅳ-57縄文時代包含層出土剥片石器属性表(2)

備考

I

’ "Ⅷ’
I ’！
’’ 901 761Ob&鰯讓

I

Ⅳ－84－49 ]UlAP
q■■■■

｜

’

｜

’’

Ⅳ－84－50

Ⅳ-84-51 索
一
計

未
茸

小
刀

Ⅳ-84-54

‘8-55 ’ |木葉．61242－Ⅳ-84-55 0 9．21 8．310上]UAb－Zg I 461

1

Ⅳ一84-5668-561-64711 ボｲﾝﾄ類 | B2vbLAI-331 469 220 8265Iob: 木葉・

尖基
｜

Ⅳ-8…8-57‐62207 ボｲﾝﾄ類 | B2v, ■A'-28 1 2409到 8810bS篭51.01
1

AG-34８
９
０
１
２

５
５
６
６
６

－
一
一
一
一

５
５
５
５
５

８
８
８
８
８

－
一
一
一
一

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

伽
一
肌
一
伽
一
伽
一
伽

Ｍ
｜
叩
一
Ｍ

形菱
柳
柳

’

先端欠

両端欠・

再加工有
Ⅳ－85－63 Obs

Obsl薑難箸Ⅳ－85－64

’ ’ Obs. |基部のみ
｜

’W-32Z］4（5569－6 mU一

’

Ⅳ-85-6669-63 - ボｲﾝ噸 B2 1Ⅷ蓋 (IMJ 48"'ob"
基部欠

接合

143987

142308

Ⅳ-85-67169-67 - 65053 石錐 A vbLAG-24 29.01 12.61 3.41 1.3 Sh. |

W-85-68169-68J-65499 石錐 | B VbLAH-251 29.01 15.51 9.51 2.oSh. |
Ⅳ－85－

Ⅳ－85－

１
２

７
７

５
５

８
８

Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ-85-73

４
５

７
７

５
５

８
８

－
一

Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ－85－ 76

Ⅳ-85-77

Ⅳ-85-78

Ⅳ-85-79

｣
｜

I Al lvCAB-24 I ｜ ’
’

1
12.51

｡

一類64610 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊ 79．0 46.0 Sh.卜

’

W-85-81170-811 - 141865ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾞｰ類| AlvaY-34 ’ 68．1| 31.0 8.31 16.51 Sh

Iv-85-82170-821-61121 けｲﾌﾞ･ｽｸﾚｲﾊﾞｰ類AlVa AK-24 64.01 14.01 7.51 5.6 Sh. |
Ⅳ-86-83

し
６
７

０
８
８

Ｕ
６
６

コ
Ｑ
Ｊ
ｑ
Ｊ 欠損

－ －
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図版
番号

個体 遺物
’ ’1

’

名称｜ 番号 ’
P P

遺物名
’

分類 層位 グリッド
｜ 計測値(mm)
|長軸｜短軸｜厚さ

’

｜
』

重量

(9)

68-49 一

｜

｜
’

142046 1
’
1

1

’ ’

ポイント類 Bl VbL

｜

I
Q-33 54．9 30．7 10．7 15．6 Obs.

68-50 －

144401 1 ボｲﾝﾄ類 Bl Vc T-28 ' 56.8 30．2 I

’
8.5 11.6 Obs.

68-51 － 63073 1 ポイント類 ， VbL AD-29 (56.0） 30．5 9.8 (14.7) Obs.

68-52 －

145223ボｲﾝﾄ類 Bl VbL
’

T-30 1 47.4 27.3 10.2 9.6 Obs.

68-53 － 64459 ポイント類 B2 ’
l VbL AH-30 44.0 24．0 11．0 9.2 Obs.

69-64 － ’ 62766 ポイント類 B2 VbL AB-29 110.0 32．0 12．3

69-65 1■■■■

’ 65459 ポイント類 B2 VbL AK－26 46．5 16. l1 3.8

69-66 一

1

1
142512 ポイント類 B2 Va V-28 46.9 9.9 ’

I 3.4

69-59 1■■■■ 61171 ポイント類 Bl Va AJ-28 (39.0） 30． 01 10.3

69-60 ー

｜
I

141954 ポイント類 Bl Va W-30 (27.3） 24．3
｜
I

’
10.1

69－61 －

l

l

l 143042 ポイント類 Bl VbL T-29 37．3

’

25.1 8.6

69-69 －

63058 石錐 C VbL AD-28 38．5
｜

’ 15.5 8.9 5.5 Sh.

69-70 一 AC-31-1-1 石錐 ， VbU AC-31 44． 01 14.0 9.3 6.6 Sh.

69-71 一 62885 石錐 ， VbL AC-32 49.0 ’ 18.0 9.4 6.7 Obs.

69-72 － 142020 石錐 ， VbU R-28 47.5
H

1

’ 11.9 6.0 3.2 Sh.

69-73 ー 63726 石錐 E VbL AB-24 59．0 ’ 18.8 11．9 12．3 Sh.

69-74 一 64067 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 Al VbL AC-30 54．0 23．0 5.6 8.4 Sh.

69-75 － 63117 ﾅｲﾌ･スクレイハ
。

一類 Al VbL AD-32 58．5 21．0 7.7 ’
’
10．1 Sh.

69-76 ﾛ■■■■ 142134 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊ
。

ー類 Al Va W-32 46.9 22．6 8.41 17.7 And.

70-77 － 142748 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾞｰ類 Al VbL Y-30 67．8 15．5 8． 01 8.4 Sh.

70-78 － 142780 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 Al VbL V-28 69．0 26．3 10.4 ’ 15.0 Obs.

70-79 ■■■■b 65659 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾞｰ類| Al VbL AF-28 (59.0） 30.0 8.6 (11.6) Sh.

70-83 ’
ー 142100 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊ

O

一類 Al VbU Z-29 57．2 14．8 7.7 6． 1 Sh.

70-84 －

145666 1ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊ
O

ー類 Al VbU P-33 39．5 26．2 4.7 5.aSh.
70-85 － 64314 l ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊ

O

一類 Al MO AF-29 (45.0)’ 29．0 4.9 3.3
｜

’ Sh.
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70-89 ー 65288 ﾅｲﾌ･ｽｸﾚｲﾊﾟｰ類 A2 VbL AE-26 46．0 26.5 8.4 9.4 Obs.



第Ⅳ章縄文時代の調査
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4礫石器 （図Ⅳ-89～105図版76～81)

平成23．24年度の調査で、礫石器はV層全体で3，051点出土し、 このうち119点を図示した。

石斧 (1～10)

石斧は破片を含めて284点出土しており、そのうち完形品は37点である。 lから7は分類Aの磨

製石斧である。 1は砂岩製の小型のもので両刃である。全面に研磨調整を施しているが、一部に剥

離面を残す。 2は擦り切り痕を残す片刃のものである。基部で折損したものと思われるが、破断面

側からの打ち欠きが部分的にあるため、意図的に基部調整が行われたと思われる。刃縁には刃こぼ

れと思われる微細な剥離が認められる。 3はやや大型で横断面形が隅丸方形に近い両刃のものであ

る。研磨調整はほぼ全面に施されているが、基部端には剥離調整痕が残る。 4．5は片刃の薄型で、

ほぼ全面に研磨調整が施されている。剥離調整痕が顕著で、ある程度剥離整形を行ってから研磨に

よる仕上げを行っている。 6は板状素材を利用し非常に薄く、側縁と刃部付近に剥離が集中するた

め、素材形状から剥離整形で作出していることがわかる。 2～6の石材は緑色泥岩製である。 7は青

色片岩製の丸のみ形石斧である。刃面は長軸の中心よりやや左寄りに浅い挾りがつけられている。

研磨調整は刃部と側縁を中心に施している。 8～10は未製品で、いずれも離れて出土した破片を接

合したものである。 8は4点が接合したもので、剥離整形中に折損したと思われる。表裏両面の側

縁付近に研磨調整痕も見られる。 9は剥離整形後、敲打調整時に破損したと思われる。その後、刃

部側に調整を進めており、接合面での段差が著しい。原石面を多く残す。 10は扁平な礫に敲打調整

と研磨を加えたところで破損したと思われる。裏面には下位から縦方向に延びる溝状の敲打痕があ

り、擦り切りの前処理の可能性がある。石材は3点とも緑色泥岩製である。

たたき石(11～44)

たたき石は破片を含めて996点出土している。素材礫の形状と敲打痕の位置で細分を行っている

が、 461点は欠損の為、細分は行っていない。 11はIAl類で、縦長の扁平礫を素材として平坦面に

ごく浅い敲打痕がある。 12はIA2類で、扁平礫の側縁には浅い敲打痕があり、両端部には連続した

敲打痕とそれに伴う剥離が認められる｡13～16は1A3類で､主に両面と端部に敲打痕が認められる。

うち13は深くて明瞭な窪みが平坦面に認められ、 15･16は端部の敲打痕が顕著である。17～24は棒

状または角柱状素材のものである。 17は2点が接合したIB1類で、両面の上部と下部に分かれて浅

い敲打痕がある。上端から側縁にかけて欠損している。 18･19はIB2類で、共に両端部に密集した

細かな敲打痕がある。 19は2点が接合したもので、長軸方向で破損しているが、破断面に剥離が認

められるため破損後も使用したと考えられる。 20～24はIB3類に分類したものである。 20は断面

三角形の棒状礫の全面を使用し、特に平坦面の窪みが顕著である。端部に1カ所大きな剥離面が認

められる。21は両平坦面と側面にごく浅い敲打痕があり、上端部から側縁にかけて連続した剥離痕

が見られる。被熱している。 23は破片4点が接合したもので、長軸が25cmを測る。平坦面の中央

付近と端部に浅い離敲打痕がある。破損後、破断面に剥離が認められることから、再利用していた

可能性がある。 22．24は断面が四角形の礫の平坦面と端部を使用したものである。共に被熱してお

り長軸方向で深い敲打痕が残る。 23の上端部は一部欠損している。 25～30はⅡA類のもの。 25は2

点が接合し、一部が欠損したものであるが、一方の破断面に連続した剥離と敲打痕が認められる。

26は扁平で方形に近い礫の側縁を廻るように細かい敲打痕が連続している。 27．28は平面形が不整

形で礫の側縁部と端部を使用したもの。27は浅い敲打痕の下に擦痕が認められる。28はそれぞれの

208



第Ⅳ章縄文時代の調査

端部に敲打痕と剥離痕が集中し、主に端部を意識して使用している。 29．30は扁平礫の両平坦面に

敲打痕があり、 29は浅く、 30は中心に深い敲打痕がある。 31～33はⅡB2類の上下端部に密集した

使用痕があるもので、 31は一端に敲打痕が集中する。 32．33は両端に敲打とこれに伴う剥離痕があ

る。 34．35はⅡB3類で、 34は方形礫の片面ほぼ全面に敲打痕があり、裏面には剥離と敲打以前の擦

痕がある。 35は接合したもので、全面に深い敲打痕があり、裏面には4条の線条痕が認められる。

36～38はⅢA類で、 36は両平坦面に敲打痕があるが、特に表面の擦痕を切るように密な敲打痕が認

められる。 37は平坦面と側縁に、 38は全面に明瞭な敲打痕があり、 38は特に下端部の敲打が顕著

である。 39～41はⅢB類で球形に近い礫を使用したものである。 39･40は1ケ所に敲打痕が集中し

ており、その他の敲打痕は疎らである。41は3面に深い敲打痕が残る。42～44は他石器からたたき

石に転用したものである｡42は石斧として使用していたものを､破損後にたたき石に転用したもの。

下端部は細かい敲打で潰れ、破断面には打ち欠きがあり角が丸くなっている。 43．44はすり石、砥

石からの転用品である。43は両面と右側面をすり石として使用した後、ほぼ全面敲打をしており剥

離も顕著である。 44はやや大きい不整形の礫を素材とし、平坦面に細い線条痕があ認められるが、

その溝を切って敲打痕が見られる。石材は14が緑色片岩製、 19･26･31は斑れい岩製､21.27･28.34･

43は緑色泥岩製、 32は酸性凝灰岩製、 33は玄武岩製、 42は泥岩製、それ以外は砂岩製である。

扁平打製石器 （45）

平成23年度の調査で､1点だけ出士したものである｡45は使用面に明瞭な擦り面は観察されない。

端部が両側からの剥離により尖っている。石材は砂岩である。

すり石 （46～92）

すり石は498点出土している。平成23.24年度の調査では、北海道式石冠と擦りたたき併用石器

が多数出土した。擦りとたたきを併用したはタイプは、素材礫の形状が不明になるほど研磨してお

り、分類上、すり石の範晴で報告している。 46．47はB類に分類したものである。 46は欠損してい

るが、両面に平坦な、両側縁に明瞭な稜をもつ擦り面が見られる。47は側縁部に明瞭な敲打痕があ

るが、たたき石として使用した後、すり石に転用したと思われる。石材は共に砂岩製である。48は

扁平礫の下縁部側縁に敲打剥離が認められるもの。 49は小型の円形礫側縁を擦り面としたもので、

赤色顔料が付着している。石材はドレライト製である。50～73はD類の北海道式石冠である。全体

では破片を含めて、 406点が出土している。 50～59は全面を敲打整形した、頂部が丸いタイプのも

のである。 51と52は共に離れた場所で出土した2点が接合したもので、使用時に端部が破損した

資料と思われる。どちらも破損後に使用され、本体の擦り面がより擦り減っている。破断面には連

続する剥離痕が残っている。52の図の側面観は、割れた部分を外した状態で実測している。55の擦

り面には赤色顔料が付着している。 56は被熱、 58は擦り面が丸く擦り減っている。 59は接合した

もので擦り面の稜が直角に近く、使用頻度が低いうちに破損したと思われる。60～64は全面を敲打

整形し頂部が尖ったタイプで、側面から見ても頂部が鋭角に尖り、把握部の直下は快れている。60．

64は側縁を部分的に欠損しているが、その後も剥離整形を行っている。61～63は接合した資料であ

る。擦り面に段差が見られず、破損後は廃棄、もしくは使用頻度が低かったものと思われる。 65～

67は大きく素材形状を残し､把握部のみ作出しているものである｡65は使用面からの剥離が顕著で、

擦り面の幅が狭い｡66は擦りの方向が長軸に対して斜めで､断面では片減りしていることがわかる。

67は欠損品である。擦り面の稜が直角に近く、使用頻度が低いうちに破損したものと思われる。68
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は頂部が扁平のもので破片4個が接合したものである。高さに比して全体の幅が厚く、破片の一方

のみに使用痕が認められることから、欠損後にそれぞれ使用したと思われる。 69．70はミニチュア

である。どちらも使用されており、69は擦り面の稜がなくなっている。70は側縁部から擦り面にか

けて欠損している。71～73は未製品である。71は半円形の厚みのない礫を利用したものである。敲

打と剥離整形の途中と思われる。72は小型の扁平礫を利用したもの。頂部に僅かな敲打調整と把握

部と思われる連続した敲打調整を行っている。73は楕円形と思われる礫を半割し、これを素材とし

て頂部に敲打と剥離調整を施し、その下に把握部を作出したもの。破断面に剥離と敲打調整を施し

ている途中と思われる。石材は54．58が安山岩製、それ以外はすべて砂岩製である。 74．75はE類

としたものである。74は棒状礫の先端部と側面付近のごく一部に擦痕がある。75は折損した棒状礫

の破断面を擦り面にしているが、同じ面に密な敲打痕もあり、たたき石としても利用されている。

共に砂岩製である。 76～92はF類の擦りとたたきを併用したものである。全体では53個体が出土

し、石材もバラエティーに富んでいる。全出土品の石材ごとの割合は、玄武岩24%、緑色泥岩17%、

斑れい岩15%、花崗岩11%、片麻岩10%、砂岩9%、角閃岩、 ドレライトは各5%、花崗閃緑岩と青色

片岩は各2%である。 76は全面をほぼ擦り面として使用している。稜は明瞭で、 2面に浅い敲打痕が

ある。 77は不整形な転礫を部分的に使用したもので、擦り面は6面に分かれている。敲打痕は側縁

に2カ所浅く認められる。79は楕円形の円礫の1面をすり石として使用し、同じ面と端部に浅い敲

打痕があるもの｡81は転礫の1面を除き、擦痕と浅い敲打痕で､素材形状をほぼとどめない｡77．79･

81には赤色顔料が付着している。 78･80･82～90.92はほぼ全面を擦りに使用しており、素材礫の形

状が不明なものである。どれも平坦面の中央付近に深い敲打痕がある。 88と92は特に擦痕が顕著

で両端部は鋭角的な稜を持つ。83．89．90には赤色顔料が付着している。91は半円形の礫に5面の擦

痕があり、それらを切るように敲打痕と剥離痕がある。石材は76．79が砂岩製、 77･81が緑色泥岩

製、 78.82.84.87が花崗岩製、 80．92が角閃岩製、 83．89が玄武岩製、 85．86が斑れい岩製、 88が花

崗閃緑岩製、 90がドレライト製、 91が青色片岩製である。

石鋸 （93～98）

石鋸は破片を含めて全体で118点出土した。そのうち図示したものは9点である。93～96は使用

断面がU字形のものである。 93はやや大型で、三角形状の素材礫を使用したもの。使用面は僅かに

傾く。94は扁平礫を利用したもので、破損している。95は使用面が幅広で、全体が黒く被熱してい

るが、破断面は黒色化しておらず、被熱後の焼けはじけで破損したと思われる。96は砥石を転用し

たもので、使用面は直線的である。 97．98は使用面がV字形のものである。 97は板状礫の側縁2

面を使用している。一方は緩やかに丸みを帯びているが、もう一方は鋭角に尖っている。98の使用

面はやや幅広く、緩やかなV字形である。石材はすべて砂岩製である。

砥石 （99～107）

砥石は561点出土した。そのうち、図示したものは9点である。 99は大型のもの。両面を使用し

ている。表面には部分的に深い線条痕と浅い線条痕が見られる。裏面は2つの単位で使用された稜

がある。 100は4点が接合されたもの。両面が使用された薄型のもので、表面全面は滑らかで中央

が楕円形に窪む。裏面は2方向に使用痕が見られる。また、破損した後の破断面に敲打痕や剥離が

見られる。破損後、 1点が被熱している。 101は厚みのある板状礫を使用したもので、砥面は3つの

単位に分かれている。 102は表面全面を使用して、わずかに窪む。右側面の使用面には明瞭な溝が1
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第Ⅳ章縄文時代の調査
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ヲチヤラセナイ遺跡
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ヲチャラセナイ遺跡
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第Ⅳ章縄文時代の調査

V

33

34

奪慰C／I o
I
l ワ

ヅ
、 C

，／
、
、

／

、－－－

入
へ
、
爪
別
Ⅱ
１
１
‐
、
人
〃

も
＃

鯵
儀
》 ロ串

ゆフ

38

9

0cm
9号學一§一_ユ

図Ⅳ－93包含層出土礫石器(5)

2I5



ヲチヤラセナイ遺跡
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第Ⅳ章縄文時代の調査
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ヲチャラセナイ遺跡
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ヲチャラセナイ遺跡
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ヲチヤラセナイ遺跡
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ヲチャラセナイ遺跡
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ヲチャラセナイ遺跡

表Ⅳ-59縄文時代包含層礫石器属性表(1）
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図版

番号

個体
名称

遺物

番号
遺物名 分類 層位 グリッド

計測値(mm) ｜重量

長軸 短軸 厚さ (9)
材質

76－1 － AI-24-l-767 石斧 A VbL AI－24 58．5 34．0 13．0 31．1 Sa．

76－2
一 67556 石斧 A VbU AC-38 97．0 50．0 16.0 132．4 Gr-Mud．

76－3 － 66737 石斧 A Va AH-35 133．0 55．0 33．0 430.0 Gr-Mud.

一 144796 石斧 A Vc Z-34 157．0 57．0 17.4 199．0
iG
r-Mud.

I■■■■ 142510 石斧 A Va V-28 (122.6) 38．8 12．4 (104.0) Gr-Mud.
1■■■■ 142250 石斧 A VbU L-33 106．1 47.7 6.9 60.0 Gr-Mud.

I■■■■ 67031 石斧 A Va AJ-42 120.0 30．0 10．5

l

l
l
65.8 Bl-Sch.

VST－204 66782他 石斧 B VbU AH-37 157．0 50．5 27．5 270.0 Gr－Mud．

AE-31-l-55 石斧 C VbL AE-31 174．0 72．5 44.5 750.0 Gr-Mud.

VST－201 67783他 石斧 ， VbU Y-37 177.0 101.0 34．0 870.0 Gr-Mud.

76-11 AF-28-3-476 たたき石 IAl VbU AF-28 150.0 61．0 20．7 245.0 Sa．

76－12 1■■■■ 68173 たたき石 IA2 Vc AJ-42 169.0 70．5 34．0 630.0 Sa．

76-13 VST－260 66169他 たたき石 IA3 VbL AH-24 143.0 65．0 36．0 370.0 Sa．

76-14 q■■■■ 61324 たたき石 IA3 VbU AH-32 160.0 56．0 15.9 200.0 Gr-Sch.

76－15 － 144596 たたき石 IA3 VbL T-32 144.9 63.5 33．0 470.0 Sa.

76-16 - L 142029 たたき石 IA3 VbL R-30 180．4 70.3 32．2 530.0 Sa．

76-17 VST－261 66491他 たたき石 IBl VbU AG-36 161．0 52．0 39．1 (405.0） Sa．

76-18 － 66954 たたき石 IB2 VbL AH-37 148．0 57．0 45.0 535.0 Sa．

76-19 VST-262 67483他 たたき石 IB2 VbU AK－35 128．0 48.0 34．0 (345.0） Gab.

76-20 一 67764 たたき石 IB3 VbL AJ-37 133.0 52．0 51．0 350.0 Sa．

76-21 － 63459 たたき石 IB3 VbU AJ-29 195.0 37．0 24.1 295.0 Gr-Mud.

76-22IVST-402 151717 たたき石 IB3 KR Z-34 204.0 60．3 36．6 520.0 Sa．

76-23 VST-403 145209他 たたき石 IB3 VbL Y－29 250.0 62．0 39．2 695.0 Sa．

一 144569 たたき石 IB3 VbL X-30 150.7 34．9 46.5 400.0 Sa．

VST－288 AD-24-4-72 たたき石 nA2 Vc AD-24 62.0 (70.0) 21.1 (50.0） Sa.

77-26 1■■■■ AI-28-3-206 たたき石 nA2 VbU AI-28 103．0 88．0 43.0 700.0 Gab.

77-27 － 142522 たたき石 nA2 VbU AA-34 102．5 68．7 29．6 345.0 Gr-Mud.

77-28 － 142488 たたき石 nA2 VbU X－28 102.1 78．3 27．0 380.0 Gr－Mud．

77-29 一

AF-25-3-492 たたき石 nA3 VbL AF-25 79．0 59．0 34．0 250.0 Sa．

77-30 1■■■■ 142339 たたき石 nA3 VbU Y-32 104.9 83．7 40.6 390.0 Sa.

77-31 － AA－38－4－26 たたき石 ’ ⅡB2 VbL AA－38 100.0 95．0 56．0 800.6 Gab．

77-32 － 65734 たたき石 |nB2 6 AE-26 122.077.0 51．0 (630.0） Tu．

77-33 VST－411 142062他 たたき石 nB2 Va Y-31 87．5 73．4 50．8 545.0 Bs．

－ 143686 たたき石 nB2 VbL Z-34 81.3 73．4 39．7 405.0 Gr-Mud.

77-35 － 68222 たたき石 nB3 Vc AF-38 125．0 68．0 51.0 590.0 Sa．

77-36 － X-36-4-29 たたき石 ⅢA Vc X－36 84.1 59.2 39．2 250.0 Sa．

77-37 － U-30-3-46 たたき石 ⅢA VbU U-30 75.3 69．0 21．7 145.0 Sa.

77-38 一 61087 たたき石 ⅢA Va AI-23 79．0 65．0 42．5 265.0 Sa.

77-39 一 65244 たたき石 ⅢB VbL AF-25 89.0 76.0 56．5 410.0 Sa．

77-40 4■■■■ V-35-3-20 たたき石 ⅢB VbU V－35 89．2 80．4 62.0 (500.0） Sa．

77-41 － 144826 たたき石 ⅢB Vc X-30 77．6 57．7 49．3 250.0 Sa．

77-42 － 65748 たたき石 ’ 一 VbU AI-23 111．0 50．0 31.0 350.0 Sa．

77-43 － 62470 たたき石 1■■■■ VbU AD-25 102.0 75．0 33．0 250.0 Mud．

77-44 一

AC-33-2-146 たたき石
q■■■■ VbL AC-33 153.0 80.0 74．0 (1040.0） Sa．

77-45
－ AA－35－4－67 扁平打製石器 － VbL AA-35 104.0 105.0 14．5 210.0 Sa．

77-46 q■■■■ AH－26－3－lO5 すり石 B VbL AH－26 (49.0） 35．0 14.5 (30.0） Sa.

77-47 ー AE-26-4-l69 すり石 B VbU AE-26 70．0 64．5 29．5 150.0 Sa．

78-48 一 145186 すり石 E VbU X-28 84.3 77．4 34．5 320.0 Sa.

78-49 一

’
’
1
67792 すり石 E VbL Z-36 63．0 54．0 35．0 187．2 ドレライト

78-50 一 66604 すり石 ， Ⅵ AI-24 75．0 52．0 38.0 190.4 Sa.

78－51 VST－lOl 67700他 すり石 | D Vc AD-35 149.0 88.0 67．7 840.0 Sa．

78-52 VST－104 67633他 すり石 ， VbL AA-36 138.0 1 93.0 68．0 (1120.0)

78-53 1■■■■ 66775 すり石 ， VbU AH-35 106.0100.0 67．0 920.0

78-54 － 67732 すり石 ， VbL AB-36 136．0 94．0 64.0 970.0

78-55 1■■■■ 68011 すり石 | D VbL Z-37 106．0 103.0 67.0 950.0 Sa．

78-561VST-112 66822他 すり石 ， VbL AF-36 99．0 89．2 72．1 (810.0) Sa．

ー 61425 すり石 ， VbU AB-34 104．0 75．0 50．0 460.3 Sa．

－ 145379 すり石 ， VbL AA-331 122.1 97．1 51.5 925.0 And．
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表Ⅳ-60縄文時代包含層礫石器属性表(2）
計測値(mm) |

零材質 備考遺物

番号
挿図｜図版個体

番号番号名称
遺物名 ｜分類|層位グリッド

長軸短軸厚さ

w-97-59178-59vsT-419 141940 i すり石 5VaY-30135.994.0160.5i985.0Sa

65049 すり石 D Vc IAI-2982.0(68.9)68.5 !1380.01 Sa.Ⅳ-97-6078-60, -

W-97-61 78-61F両m-65682他 すり石 DIVCAF-26159.0107.068.01320.O Sa. |
w-97-6278-62vsT-110, 65764他 すり石 | D vbUAI-24146.094.5,68.011060.0 Sa
丙二兎二面i耐r▽§T二砺丁理亜5一－子り君､一~▽cAA-321 170.0137.26421703.0 1Sa

1147．0

900.0

05．9

00.C

89．0

85．0

76－3

)LI Y－別

)UAD-2
r lAL-2

)LR-31

3L| Y-34

00．色

48.C

哩
一
川
一
川
一
Ⅲ
｜
川

r1Q－侭属 7【_】

'80．0

391．0

1294．0

950

a－OO jゴーU囮

| 145549

3m35W
l 142668

8(）

Ⅲ
｜
棚
一
川
一
川
一
川
一
Ⅲ

若謝器

騨
46.0 1 35.C

39－69

99－70
侭
』
｜
Ｒ
ヱ
４

50．0

20.0

420.C

l54.0

150.0

96.0

う－1－［

器三鶚：
号了伶蹄附fl"牙淵謡 脚

翻
惜
一
脚
懸
憎

58．4

80.C

60.C

〕LlAf］

0．0 1600．2
－－一－

2．0 320．8

AIﾖ､－qR QリU
〕0－7879

aAH-3683"c
3L'AD－30 89.C

00－7979

95.0 46.7 510．01Amp3 79－8〔

9-0 ’ 55．0 53.COUA

w-lol-8279-82' - 65103 すり石 F vbLAF-2395.5 66.0 63.1 500.0 Gra

赤色顔料

付着Iv-101-8379-83 - 67645 すり石 F vbLz-36 62.0 55.0 49.7 300.1 Bs

W-101-8479-84 - 63199 すり石 F,VbLAJ-3367.8151.045.0 290．0 Gra

340.0Gab.' 67．0 66．8 39．8
－－

X－3342290

45376

37688

Ｆ
【
し
が
』
副
〕
【
〃
０

８
８
８

０
０
０

３
８
８

Ｊ
ｌ
Ｉ
ｎ Gab.

J

Gra．

AA-3357.356.147.5 299.0

390.0AG-3583.071.443.0
49().040.(ゞ3UIAH-24197.C

,uAH-3382@
川
一
川
一
川
一
川
一
柵

Ｊ
一
戸
．
一
戸
ロ
ー
ア
曰

赤色顔瀧

付着
赤色顔粥

付着

2.C

9.C

]2－89H(}一Hg

里△旦二辿旦ZiO
JLIAc-31190.5

詰障宝器
零謡揺
語珂悪
bL|AE-3594.0

･UIAH-361249.0
hl.AE-40233.0

3－4－4902－9080－90

)2－91 ，80－9

石材同

30．0

ﾗ0.0

．（J31 ／f

45.C

34.0

108.1

別
鮖
卯
駅
卵
卵

弥
弥
一
恐
野
蹄
碓

被熱3’ ／fg

０
１
０

ｃ

●

０
４
６

)80．0
－－

40.4些
剛
｜
Ⅶ 81.C

25.0

48.2

49_C

。－4－0｡ 11ルL ／1コ

88.C

10.4

03-1()o80-looVST-239 6817C

O R－30 1 152．9孔－30－3－20 h比伯〕3－lOl H(】

86.0 1 127.C
i6.0 1 48.5

bL’ ／］
－

]Uメ

]2H(l－I（』 ]1入‘ イー

〕‘l－lO3HO－l(’

ﾍI-251 107.0 1 79.0 1 27.0 1240.〔51078 1 h広担0．1－10.I HO－l［

F面ご而而言而一一厩好可三凧－－砥一万一F二一vbLAG-25(68,0)37.0 28.0 (96.7) Sa.

(50.0) Sa. |被熱Iv-lol-10681-106VsT-2401 61854他 砥石 i -1VaIAH-26(83.0)(45.0)15.5
' 160.0 1
“29120．0

Sa. 敲石転用
一一一・一一

Sa．

Iv-104-10781-107 - AF-37-4-80 砥石 一 VbLAF－37 71.0 ' 62.5 24.0
- VbLR-32460.0295.0140.0Iv-104-lo881-108vsT-455R-32-4-89 石Ⅱ

赤色顔料

204013701 !39000 1 :劉 付着64301 石Ⅲ →MOAF-3･300.0IV－lO5－lO981－lO9 －

3000 0VbLIAH-23320.0160.057.0
vbLAH-231 86.076.0 21.0

Sa加工痕のある礫 一

加工痕のある礫－
Iv-Io5-l'181-l lq - 66226

190.0SaIV-105-l!! 81-!M - AH-23-2-343！

20 1 55．0坐.回 ●
●

ａ
ａ

Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｏ

●
●

０
３

２
４

５
２

Ⅳ一lO5-ll281-ll21 62969 〕LAC－301 19C

加工痕のある礫- vbLz-28105.084.221.7'3 - Z-28-3-85Ⅳ－105－1 1381－1

229



ヲチヤラセナイ遺跡

条刻まれている。裏面には弱い擦痕が僅かに認められる。 103は三角形状の扁平礫を利用したもの

で、両面に線条痕がある。 104は有孔砥石で両面と右側面を使用している。表面に4条、右側縁に2

条の明瞭な溝状の研磨痕が形成されている。裏面は平坦である。 105は四面砥石である。各面とも

目減りしており、表面と左側面には溝が見られる。左側面の稜が欠損しているがその他の稜は明瞭

である。106は有溝砥石の欠損品である｡使用面に深い溝と細くて浅い溝の2条が形成されている。

被熱している。 107はたたき石を転用したもので、両面に敲打痕が残る。

石皿･台石(108･109)

石Ⅲ．台石に分類したものは、破片を含めると455点が出土している。図示したものは石Ⅲ2点

である。 108は破損しているが、重量が約30kgの大型の石皿である。両面のほぼ全面を使用してい

る。表面の上部に長軸に直交する深く窪んだ楕円形状の擦痕があり、裏面の中央には小さいが楕円

形の深い窪みがある。 109は平坦面の一面だけを使用している。擦痕は中心にあり、緩やかに窪む。

赤色顔料が付着しており、その周囲に密な敲打痕と剥離痕がある。両端部の敲打痕は疎らである。
どちらも砂岩製である。

加工痕のある礫 (110～113)

加工痕のある礫は81点出士している。 110は縦長で不整形な素材礫に加工を加えたもの。両側縁

の稜に剥離調整が施されている｡、裏面の中央付近から上部にかけて浅い敲打痕がある。 lllは方形

の扁平礫上部と下部の稜に沿って剥離調整を施したものである。 112は棒状礫の両端部に剥離調整

が施されている。ll3は円形の扁平礫側縁に両面からの打ち欠きがある｡石材は全て砂岩製である。
石製品 （114～119)

石製品は6点出土し、いずれも垂飾と思われる。 114は滑石製の破損した映状耳飾りで、表面に

は整形時の擦痕が明瞭に残る。破断面の稜にも擦痕があり、再調整が認められる。 115は隅丸長方

形で厚さは3mm、中央よりやや上に両面から穿孔されている。研磨はされているが、擦痕は残って

いる。 116は長楕円形で、上部と下部に細かい稜がみられる。厚さは4mm弱である。両面から穿孔

されており、丁寧に研磨されているが擦痕が消されるほどではない。 115． 116の石材は蛇紋岩であ

る。 117は泥岩製で、中央よりやや上に両面から穿孔されており、裏面の孔の周りは剥離している。

表面は丁寧に研磨されている。 118は小形で球形に近い礫の表面を縦方向に擦って整形後、中央と

上部に幅2mmの溝を作出している。紐を掛けるためのものと考えられる。石材は砂岩製である。 119

は滑石製で中央に両面から穿孔されている。研磨は粗く明瞭な擦痕が残る。 （宮崎）

表Ⅳ－61縄文時代包含層礫石器属性表(3）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考
－

IV－lO5－ll‘1 81－114’ －

IV－lO5－ll581－ll5 －

口 産室一
睾
盲

51109 1 石勢鼎
－

’

04 石製品 ’J 27．20 ' 4.10 5.80’
d■■■■

◆

5.90 120.20 18.10 1 12.18 Sa． ’
－

一一

w-105-u9181-l l91 - | 145678 凹 石製品 | -IvbuIT-35154.79128.30T百万5－｢頭m－T百両
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個体

名称

遺物

番号
遺物名 分類 層位 グリッド

口 -測値(mm)

長軸 短軸 旱さ

重量

(9)
材質

62422 石製品 一 VbU AD-27 22.00 (20.00) 2.70 5.00 Tal.

61110 石製品 一 Va AJ-25 32．00 12.00 3．30 5．00 Ser．

一 Va

1

b

｜

’
AJ-25

’

32.00 1 13.00
1

3．90

1

｜
5．00 Ser．
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